
平成26年度　岩倉市全体の財務書類４表（概要版）

○貸借対照表(平成27年３月31日現在) ○行政コスト計算書

　(平成26年４月1日～平成27年３月31日)

1．公共資産 1．固定負債 経常行政コスト(a)

(1)有形固定資産 　 (1)地方債 1．人にかかるコスト

(2)無形固定資産 (2)長期未払金 (1)人件費

(3)売却可能資産 (3)引当金 (2)退職手当等引当金繰入等

2．投資等 2．流動負債 (3)賞与引当金繰入額

(1)投資及び出資金 (1)翌年度償還予定額 2．物にかかるコスト

(2)基金等 (2)未払金 　 (1)物件費

(3)長期延滞債権 (3)翌年度支払予定退職手当 (2)維持補修費

(4)回収不能見込額 (4)賞与引当金 (3)減価償却費

3．流動資産 (5)その他 3．移転支出的なコスト

(1)資金 負債合計 (1)社会保障給付

(内歳計現金　1,418） (2)補助金等

(2)未収金 純資産 (3)他会計等への支出額

(3)その他 (4)他団体への公共資産整備補助金等

(4)回収不能見込額 4．その他のコスト

4.繰延勘定 (1)支払利息

資産合計 負債・純資産合計 (2)回収不能見込計上額

(3)その他の行政コスト

【貸借対照表】 経常収益(b)

1．使用料・手数料

2．分担金・負担金・寄附金

3．保険料

・市民１人あたりの資産と負債 H27.3.31現在人口　47,686人 4．事業収益

資産＝ 2,190千円 負債＝ 520千円  (外国人含む) 5．その他特定行政サービス収入

・施設や公園、道路などに今までの世代が負担している割合［純資産／公共資産］ ％ 純経常行政コスト(a)－(b)

【行政コスト計算書】

○資金収支計算書

○純資産変動計算書 　(平成26年４月1日～平成27年３月31日)

　(平成26年４月1日～平成27年３月31日)

期首資金残高

期首純資産残高 当期収支

当期変動額 1．経常的収支の部

純経常行政コスト ⇒ 行政コスト計算書の 支出合計

一般財源 「純経常行政コスト」 収入合計

地方税 と一致 経常的収支

地方交付税 2．公共資産整備収支の部

その他行政コスト充当財源 支出合計

補助金等受入 収入合計

臨時損益 公共資産整備収支

資産評価替え 3．投資・財務的収支の部

その他 貸借対照表の「純資 支出合計 貸借対照表の「資金」から

期末純資産残高 ⇒ 産」と一致 収入合計 財政調整基金及び減債

投資・財務的収支 基金を除いた金額

【純資産変動計算書】 期末資金残高 ⇒ （歳計現金）と一致

【資金収支計算書】

○平成26年度の連結対象範囲 (会計名)
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　岩倉市が行政サービスを提供するために保有している財産（施設や公園、道路等）の現在の価
値と、それをどのような財源で賄っているのかを表しています。
　資産総額は、1,044億4,433万円、固定負債及び流動負債をあわせた負債総額は247億7,293万
円、純資産が796億7,140万円で、資産に対する負債の割合は23.7％となっています。
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　１年間の行政活動のうち、資産形成に結びつかない行政サービスにかかった費用と、その対価として得た収益を表しています。
　・市民１人あたりの純経常行政コスト（経常行政コストから経常収益を差し引いたもの）299千円
　・経常行政コストに対する受益者負担の割合[経常収益／経常行政コスト]　　29.4％
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　貸借対照表の純資産に計上されている数値が１年間でどのように変動したかを表し
ています。
　純資産は、岩倉市が持っている資産の現在の価値の内、今までの世代が負担してい
る部分です。主に純経常行政コストや地方税等一般財源の増減により変動します。

　１年間の資金（歳計現金）の出入りの情報を性質の異なる３つの区分に分けて
表したものです。
　経常的収支の部…人件費や物件費などの支出と税収や手数料の収入が計上され
ています。
　
　公共資産整備収支の部…公共資産の整備による支出とその財源となった補助金
や借金による収入が計上されています。
　
　投資・財務的収支の部…貸付や基金の積み立て、借金の返済による支出と貸付
金の回収などの収入が計上されています。
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